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「美術科」学習指導案 
                

１．日時       平成26年６月 

 

２．場所       第２美術室 

 

３．学部・学年・組  高等部 第１学年 

 

４．単元名      「パターン画」 

 

５．単元目標     ①パターン画を学び、自分の表現につなげる。 

           ②表現方法を学びながらそれを展開する。 

           ③パターンの面白さを知り、集中力・持続力を養う。 

 

６．生徒観      略 

    

７．教材観 

   パターン画は、同じ形、同じデザインなどの繰り返しの表現で画面構成をしていくものである。単純な

形でも繰り返すことにより、幅広く、個性豊かな画面に仕上がっていく。描写力に自信のない生徒でも、

苦手意識をあまり感じずに取り組むことができる。また、継続性が必要な課題であるため、繰り返しの面

白みを感じながら、表現力や持続力を養うこともできる。完成した時には大きな達成感を味わうことも期

待できる。 

   使用する道具として、主に黒のサインペンと絵の具を用いている。今までに何度も使用を経験してきた

身近なものであるため、大変扱いやすく、抵抗感なく取り組むことができる。カラーではなく黒ペンのみ

であるが、白い画用紙の画面に黒のラインがはっきり浮かび上がり、自身の描写の跡をしっかり確認する

ことができる。また、最後に好きな色の絵具を選んで塗ることも、楽しみの一つとして意欲的に制作でき

る。    

 

８．指導観 

   グループ内での表現力・理解力の差は幅広い。美術に対しての好き嫌いや、得意・不得意も個々により

それぞれである。その中でも、生徒たちが楽しく前向きに課題に向き合い、制作において困難があればす

ぐに聞き、解決できるような雰囲気作りを大切にしている。集中して取り組めるよう、座席にも配慮をし

ている。 

指示理解ができ、一人でも取り組める生徒には、一人で集中して作業できるように席の位置や机上の環

境などを配慮し、応用力を引き出せるようなアドバイスを行っている。支援の必要な生徒に対しては言葉

かけの仕方を工夫し、意欲を引き出し、自信を持って表現力を高めていけるように努めている。 

生徒が、楽しみながら自発的に制作できるということを、常に心がけている。   
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９．単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

① 集中して描ける。 

② 積極的に制作でき

る。 

 

① パターンを応用し、

画面展開ができる。 

② 完成した作品の良か

った点・頑張ったと

ころなどを皆の前で

発表し、それぞれの

作品を認め合う。 

① 丁寧にラインを描

ける。 

② 絵の具を全面にき

れいに塗れる。 

③ 様々なパターンの

形を描ける。 

 

① パターンについ

て理解できる。 

 

 

10．単元の指導と評価の計画（全１８時間）   

次 時 学習内容 
評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

第

一

次 

1～3 簡単な形のパターン練習    ① 

4～6 
折り紙を切り貼りした、パター

ン練習 
②  ②   

 

第 

二 

次 

7～8 
色々な形を組み合わせ 

て、パターンの展開 

パターンの展開練習 

パターンの展開 

パターンの展開 

 

合わせて 

①    ① 

9～11 
自分のオリジナルの絵と、パタ

ーンを組み合わせる 
 ① ③  

12 
ポイント部分を黒く塗り 

つぶし、画面構成する。 

つぶし、画面構成をする 

面構成をする 

成する 

をひきしめる 

展開をひきしめる 

②  ①  

第 

三 

次 

13～15 

（本時） 

下描きをし、ペンでなぞり、絵

の具を塗る。 
①   ③  

16～18 絵の具を塗り、ペンでなぞる  ② ①  

 

11．本時の展開 

 (１) 本時の目標 

①色々なパターンを組み合わせ、個性豊かな作品（下描き）を描く。 

②自分の作品のイメージに合った好きな色の絵具を選び、画面全体に丁寧に塗る。 

③完成図を意識しながら、下描きのラインを丁寧になぞる。 

 

 (２) 本時の評価規準 

①パターンをうまく組み合わせ、画面構成ができる。 

②自分の作品と向き合い、丁寧に集中して取り組むことができる。 

③完成図をイメージして、制作に取り組む。 

 ④用紙の全面に、刷毛や筆を使用して丁寧に絵の具を塗ることができる。 

 (３) 本時で扱う教材・教具 

    画用紙、鉛筆、黒サインペン、絵の具、筆、刷毛、皿 

 (４) 児童生徒の実態と本時の目標   略 
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 (５) 本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 
指導上の留意点及び支援のて

だて等 
評価規準・評価方法 

７分 

 

導 

入 

○始まりの挨拶・出席 

 ・当番の生徒が前に出て挨

拶する。 

 ・名前を呼ばれたら返事を

する。 

 

○本時の活動内容を知る。 

 

・授業の始まりを意識し、前

に出ている当番に意識が向

くよう言葉かけを行う。 

・一人ひとりと目線を合わせ

て名前を呼び、生徒の状態

を把握する。 

・本時の流れ、内容を黒板に

板書し、説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

３３分 

 

展 

開 

○画用紙、サインペンを配る 

 ・生徒がグループのみんな

に配る。 

○画用紙の裏に、それぞれ名 

前を記入する。 

○鉛筆で下描きする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○下描きができたらペンでな

ぞる。 

○ペンでなぞれたら、絵の具

で色を塗る。 

・グループ全員に道具が行き

届いたか確認する。 

 

・書き忘れがないよう、声を

かけて確認する。 

・どのように展開すればいい

のか難しい時は、アドバイ

スをして一緒に考える。参

考になるようなパターンを

見せる。 

・色々な言葉かけをして、自

信を持たせるようにする。 

・集中力がとぎれた時は少し

休憩を促し、気持ちを切り

替えられるようにする。 

・集中できるような言葉かけ

をする。 

・何色もある中から、自分で

絵の具の色を選ぶ。 

・全面を塗るように説明する。 

 

 

 

・自分の画用紙、作品を意識

することができる。 

・一人で、もしくは一緒に考

えることでパターンを展開

し、画面構成ができる。 

 

 

 

 

・集中して丁寧に描くことが

できる。 

 

・下描きの上をはみ出さずに

なぞることができる。 

・完成図をイメージして色を

選ぶことができる。 

・丁寧に塗ることができる。 

１０分 

 

ま 

と 

め 

○道具、作品の後片付け 

 ・自分が使った物や、周り

の物を片づける。 

○活動を振り返る。 

 ・一人ずつ作品を前で発表

する。 

 ・次回の予告を聞く 

○終わりの挨拶 

 ・当番の生徒が挨拶する。 

・自分が使った物だけでなく、

周りの物も片づけるよう促

す。 

・できた作品を皆に認めても

らうことで、達成感を感じ、

自信を持ち、意欲につなげ

ていけるようにする。 

・授業の終わりを意識できる

ように言葉をかける。 

 

 

 

 

 



－ 4 － 

（６）教室配置等   略 

 

＊備考 

   ◇当該教科・領域の年間指導計画   略 

 


